
 
 

ImgToolでイメージファイル作成 

03/9/12改訂  

はじめに

 
 イメージファイルを作成する場合 
 Windows9X系ではファイルシステムの制限により 
 ４ＧＢ以上のファイルを作成することが出来ません。 

  
 9X系では4GB以上のイメージファイルは作成出来ない。  

 ImgTool Classic Ver 0.90 Build 6よりイメージ作成時に 
 １ＧＢ毎に分割できるようになりました。  

  
 9X系でも分割すればイメージ化可能  

以下ではイメージファイルを分割しない場合、分割する場合に分けて解説します。  

なお、ソフトはImgTool Classic Ver 0.90 Build 6を使用し、 
インストールは既に完了しているものとします。  

分割しない場合

 
図１ 

  

ソフトが起動したら 
「Source Directory」でＤＶＤファイルのあるフォルダを指定します。  

注）  

  

例のようにVIDEO_TSフォルダの１つ上のフォルダ（A）を指定します。 
VIDEO_TSはＩＦＯ、ＶＯＢファイルが入っているフォルダです。  

「Target File」で出力先およびイメージファイル名を指定します。 
「Volume ID」でＤＶＤ－Ｒに焼いた時のディスクのボリュームラベルを入力します。 
「Image」ボタンを押して作成を始めます。  

図２ 
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イメージファイルの作成が始まります。 
１００％になったら完成です。  

分割する場合

 
図３ 

  

ソフトが起動したら 
「Source Directory」でＤＶＤファイルのあるフォルダを指定します。  

注）  

  

例のようにVIDEO_TSフォルダの１つ上のフォルダ（A）を指定します。 
VIDEO_TSはＩＦＯ、ＶＯＢファイルが入っているフォルダです。  

「Target File」で出力先およびイメージファイル名を指定します。 
「Volume ID」でＤＶＤ－Ｒに焼いた時のディスクのボリュームラベルを入力します。 

図４ 

  

「Settings」→「Split Img-File」をチェックし分割モードにします。  

「Image」ボタンを押して作成を始めます。  

図５ 

  

イメージファイルの作成が始まります。 
１００％になったら完成です。  

2/4 ページImgTool



図６ 

  

イメージ化が完了すると保存先フォルダに上記のようなイメージファイルが作成されます。 
（元の容量によって作成されるファイル数が変わります。）  

ＭＤＳファイルの作成

 
分割してイメージファイルを作成していますので、このままでは焼くことが出来ません。 
（焼いても恐らく正常に再生されないでしょう。） 

分割されたイメージファイルの情報（イメージファイル数や順序など）を 
記録したファイルを作成します。  

ＭＤＳファイルの作成にはDVD Decrypterを使用します。  

図７ 

  

起動したら「Tools」→「Create DVD MDS Files」を選択します。  

図８ 
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フローチャートへもどる 

Copyright 2003 Takuwan 

図８の上側のウィンドウが出たら「Add」ボタンを押して 
ファイル選択ウィンドウでイメージファイルを選択します。 
この時、ファイルの種類は「All Files(*.*)」にします。  

図９ 

  

イメージファイル選択後の状態です。 
上図のようにファイルの順序が小→大（上から00→01→02→03→04）になるようにして下さい。  

次に「ＯＫ」ボタンを押してＭＤＳファイルの保存先、ファイル名を指定し作成を始めます。  

図10 

  

問題なくＭＤＳファイルが作成出来れば上図の完了画面が出ます。 
以上で作成完了です。  

図11 

  

確認すると上図のようにイメージファイルとＭＤＳファイルが出来ているはずです。  

DVD Decrypterでの分割イメージファイルの焼き方はこちら  
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